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祭典に  つどいて絆  太くなり

宮　
　
　

司

祭
典
委
員
長

総
代
会
会
長

佐　

藤　

元　

保

佐
々
木　

元　

晴

小　

林　

一　

男

令
和
三
年
度
士
別
神
社
例
大
祭
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
　
　
７
月
14
日

宵
　
宮
　
祭
　
　
　
　
　

　
午
後
６
時

　
　
　
７
月
15
日

御
　
例
　
祭
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時

　
　
　
７
月
15
日

御
神
幸
式
　
神
社
発
輿
　
　

午
前
９
時

□　

渡
御
巡
路
図
を
６
頁
に
記
し
て
あ
り
ま
す
。

□　

本
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
御
神
幸
式
の
各
駐

　

輿
祭
は
、
先
太
鼓
を
兼
ね
つ
く
も
太
鼓
の
奉
納
後
、
宮
司
祝
詞

　

奏
上
、
代
表
者
玉
串
拝
礼
を
も
っ
て
、
次
の
駐
輿
所
へ
向
か
い

　

ま
す
。

□　

密
接
を
避
け
、
ご
参
拝
は
前
後
左
右
２
㍍
空
け
て
お
願
い
し

　

ま
す
。

　
　
　
７
月
15
日

還
　
御
　
祭
　
　
　
　
　

午
後
４
時

　
　
　
７
月
16
日

後
日
祭
並
び
に

う
ぶ
こ
ま
つ
り

午
前
10
時

□　

後
日
祭
と
併
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ぶ
こ
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
以
降
か
ら
本
年
３
月
ま
で
に
生
ま
れ
て
、
ま
だ
初
宮

　

参
り
を
さ
れ
て
い
な
い
赤
ち
ゃ
ん
が
該
当
し
ま
す
。

　

午
前
９
時
50
分
迄
に
社
務
所
参
集
殿
へ
お
い
で
下
さ
い
。

※

お
祭
後
に
、
記
念
写
真
撮
影
・
お
守
・
守
護
で
ん
で
ん
太
鼓
・

　

記
念
写
真
を
お
授
け
い
た
し
ま
す
。

士
別
神
社
例
大
祭
の
御
案
内

士
別
神
社
例
大
祭
の
御
案
内

□　

本
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
御
神
幸
式
の
各
駐

の
奉
納
後
、
宮
司
祝
詞

□　

後
日
祭
と
併
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ぶ
こ
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
以
降
か
ら
本
年
３
月
ま
で
に
生
ま
れ
て
、
ま
だ
初
宮
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令和３年度　士別神社祭典委員会令和３年度　士別神社祭典委員会

ご
奉
仕
の
光
栄
に
浴
し
て

士
別
神
社
祭
典
委
員
長

佐
々
木　

元　

晴

　

私
た
ち
の
郷
土
、
士
別
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
日
ざ
し
が
溢
れ
る
季
節
と
な
り
、
市
民
の

心
の
ふ
る
里
、
草
木
が
香
る
九
十
九
山
鎮
守
の
杜
に
は
今
年
も
老
若
男
女
が
心
待
ち
に
し
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
士
別
神
社
例
大
祭
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

士
別
神
社
は
明
治
三
十
二
年
に
御
創
祀
さ
れ
、
士
別
の
歩
み
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
以
来
、
北
の
大
地
の
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
、
生
業
繁
栄
を
願
う
と
と
も
に
、
地

域
や
家
族
、
市
民
の
平
安
を
願
う
心
の
拠
り
所
と
し
て
誠
に
大
き
な
存
在
で
あ
り
、
例
大
祭
も
市

民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
神
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
歴
史
と
伝
統
を
刻
み
、
一
二
三
回
目
を
迎
え
る
士
別
神
社
祭
典
の
祭
典
委
員
長
を

仰
せ
つ
か
り
、
身
に
余
る
光
栄
な
こ
と
と
感
激
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
命
の
重
責
を
厳
粛
に
受

け
止
め
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
佐
々
木
家
は
、
秋
田
県
生
ま
れ
の
祖
父
周
ノ
助
が
大
正
五
年
十
月

に
現
在
の
武
徳
町
に
移
住
し
、
大
正
八
年
に
小
作
農
と
し
て
独
立
し
、
以
来
農
業
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。
私
自
身
も
三
代
目
と
し
て
就
農
し
営
農
に
励
む
と
と
も
に
、
畜
産
業
に
も
取
り
組
み
、
ヤ

マ
サ
フ
ァ
ー
ム
は
平
成
九
年
二
月
に
法
人
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
高
齢
に
な
っ
て
も
家
族
の
絆

や
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
出
来
る
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、
平

成
十
六
年
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
営
む
有
限
会
社
和
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
事
業

も
異
業
種
へ
の
挑
戦
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
お
か

げ
さ
ま
を
持
ち
ま
し
て
今
日
ま
で
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
地
に
居
を
構
え
て
か
ら
、
士
別
神
社
祭
典
委
員
会
の
役
員
と
し
て
数
度
、
ご
奉
仕
の
機
会

を
頂
戴
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
祭
典
委
員
長
拝
命
は
、
家
門
の
名
誉
と
謹
ん
で
お
受
け

し
、
こ
れ
ま
で
士
別
の
皆
様
か
ら
多
く
賜
り
ま
し
た
ご
助
言
、
ご
支
援
の
数
々
へ
の
感
謝
を
胸
に
、

そ
の
お
返
し
と
し
て
は
十
全
に
は
至
ら
ず
と
も
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
渾
身
の
力
を
ふ
り
し
ぼ

り
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

祭
典
に
関
し
ま
し
て
は
、
役
員
各
位
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
ま
た
多
く
の
事
業
所
、
団
体
、
市

民
の
皆
様
の
ご
奉
仕
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
来
、
世
界
を
覆
い
つ
く
す
大
き
な
禍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
を
吹
き
払
い
、
秋

の
豊
穣
と
生
業
繁
栄
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
と
安
ら
ぎ
、
さ
ら
に
は
士
別
市
の
繁
栄
を
祈
念
し
つ

つ
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
避
け
安
全
第
一
に
祭
典
を
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
下
の
状
況
に
鑑
み
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令和３年７月１日 ４つ　く　も　山

祭
典
篤
志
奉
納
に
つ
い
て

祭
典
篤
志
奉
納
に
つ
い
て

　
故
郷
士
別
の
開
拓
以
来
、
五
穀
豊
穣
と
商
売

繁
盛
、
さ
ら
に
は
市
民
の
安
全
、
市
内
平
安
を

祈
願
す
る
伝
統
あ
る
士
別
神
社
祭
典
も
、
本
年

で
１
２
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
例
年
で
す
と
、
各
企
業
様
他
の
篤
志
奉
納
金

等
の
ご
寄
進
に
よ
り
、
厳
か
に
か
つ
賑
々
し
く

斎
行
い
た
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
下
、
例
大

祭
に
お
け
る
各
種
行
事
の
大
幅
な
見
直
し
を
行

い
、
事
業
費
の
軽
減
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
例
年
皆
様
方
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
篤
志
奉
納
金

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
寄
進
の
依
頼
は
行
わ

ず
、
例
大
祭
の
規
模
を
縮
小
し
粛
々
と
斎
行
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
企
業
様
他
の
ご
好
意
に
よ
り
、

篤
志
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
来
で
す
と
、
広
報
紙
「
つ

く
も
山
」
に
ご
芳
名
を
掲
載
い
た
す
と
こ
ろ
で

す
が
、
誠
に
勝
手
と
は
存
じ
ま
す
が
、
割
愛
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
各
自
治
会

様
か
ら
も
「
祭
典
奉
納

金
」
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
、
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

お
神
輿
さ
ま
を

心
を
こ
め
て

　

お
迎
え

し
ま
し
ょ
う

☆　

ご
神
幸
式
は
、
常
に
郷
土
の
平
和
を
お
守
り
下
さ
る

　

氏
神
様
が
、
年
に
一
度
市
内
を
巡
り
皆
さ
ん
の
生
活
を

　

ご
覧
に
な
る
と
共
に
、
氏
子
が
身
近
に
神
様
を
お
迎
え

　

し
、
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

☆　

先
ぶ
れ
の
広
報
車
が
通
っ
て
間
も
な
く
、
お
神
輿
さ

　

ま
が
参
り
ま
す
の
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
道
端
に
出
て
お

　

迎
え
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
平
和
な
姿
こ
そ
が
、

　

も
っ
と
も
神
さ
ま
が
お
喜
び
に
な
り
ま
す
。

☆　

お
賽
銭
、
お
供
え
物
、
お
米
な
ど
は
、
行
列
の
前
後

　

か
ら
来
る
賽
物
車
に
納
め
ら
れ
る
か
、
近
く
の
駐
輿
所

　

に
お
供
え
下
さ
い
。
お
名
前
を
つ
け
て
下
さ
れ
ば
幸
い

　

で
す
。

協

友

建

設

㈱

協
業
組
合

北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
運
送
株
式
会
社

ミ

タ

ツ

㈱

有

野

産

業

㈱

㈱
士
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

㈲
ア
ー
キ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
住
宅
㈱

道

北

自

動

車

学

校

㈱

フ

ジ

ヤ

住

設

工

業

㈱

車
輌
奉
仕
芳
名

(

順
不
同
・
敬
称
略)

車
輌
奉
仕
芳
名

(

順
不
同
・
敬
称
略)

運



社
祭
は
５
月
15
・
16
日
、
祭
儀
の

み
の
斎
行
と
な
り
ま
し
た
。

◇
１
月
10
日
参
集
殿
屋
上
雪
お
ろ

し
は
九
十
九
山
を
守
る
会
に
加
え

本
年
も
士
別
翔
雲
高
野
球
部
29
人

が
渡
邊
雄
介
先
生
共
々
奉
仕
、
若

い
力
を
発
揮
。
守
る
会
は
４
月
25

日
、
境
内
枯
枝
片
づ
け
、
野
外
ト

イ
レ
清
掃
、
ベ
ン
チ
塗
替
等
奉
仕

さ
れ
ま
し
た
。
（
上
の
写
真
）

◇
こ
の
外
種
々
の
奉
献
奉
仕
を
い

た
だ
き
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

５ 第 200 号つ　く　も　山

◇
東
京
士
別
ゆ
か
り
の
会
＝
藤
井

信
男
会
長
は
、
35
周
年
を
記
念
に

来
市
植
樹
を
計
画
中
、
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
、
中
澤
康
夫
事
務
局
長
＝

西
士
別
出
身
か
ら
当
社
120
周
年
事

務
局
長
朝
日
保
氏
（
昨
秋
札
幌
転

出
）
を
通
じ
て
、
さ
く
ら
基
金
を

募
財
の
話
し
が
も
た
ら
さ
れ
た
た

め
九
十
九
山
を
守
る
会
に
依
頼
、

川
副
春
夫
会
長
が
直
接
電
話
連
絡
、

市
内
有
志
募
金
を
含
め
て
、
暗
渠

排
水
工
事
、
桜
の
幼
木
14
本
を
植

樹
、
５
月
12
日
に
は
記
念
碑
も
建

立
さ
れ
ま
し
た
（
上
の
写
真
）
。

◇
共
工
電
氣
工
事
㈱
渡
會
昭
治
社

長
は
、
社
殿
内
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

12
基
24
灯
と
工
事
一
式
を
ご
奉
納
。

明
る
い
社
殿
と
な
り
ま
し
た
。

◇
市
内
多
寄
町
松
田
秀
彦
氏
は
、

永
年
同
居
義
母
北
村
ナ
ミ
コ
氏
が

昨
秋
104
才
の
天
寿
を
全
う
神
恩
に

感
謝
、
金
30
万
円
を
ご
奉
納
。
北

村
さ
ん
は
令
和
元
年
の
祖
霊
祭
に

も
す
こ
ぶ
る
元
気
に
参
拝
、
街
に

出
か
け
て
は
知
人
に
心
づ
か
い
、

皆
か
ら
愛
さ
れ
る
ご
一
生
を
送
ら

れ
ま
し
た
。

◇
東
２
の
５
酒
詰
史
子
氏
は
、
離

市
記
念
に
金
10
万
円
を
ご
奉
納
。

５
月
釧
路
市
へ
転
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
迎
春
に
際
し
京
都
市
相
原
満
・

函
館
市
佐
藤
実
・
豊
田
市
高
井

　

明
治
32
年
７
月
、
28
県
人
か
ら

な
る
北
海
道
最
後
の
士
別
屯
田
兵

勢
揃
い
の
13
日
夜
半
、
百
番
目
の

家
が
焼
け
出
さ
れ
る
思
い
が
け
ぬ

災
難
、
広
が
る
動
揺
を
静
め
よ
う

と
名
越
源
五
郎
中
隊
長
は
天
照
皇

大
神
の
木
標
を
祀
っ
て
、
入
隊
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

士
別
開
拓
の
礎
、
士
別
神
社
ご

創
祀
の
日
、
７
月
15
日
は
士
別
ま

つ
り
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
今
年
は

１
２
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
番
区
は
武
徳
を
含
む
北
地
区
、

一
生
に
一
度
奉
仕
の
祭
典
委
員
長

に
は
親
栄
自
治
会
の
佐
々
木
元
晴

氏
＝
㈲
和
代
表
取
締
役
・
(農)
ヤ
マ

サ
フ
ァ
ー
ム
会
長
が
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。
親
栄
自
治
会
か
ら
は
平
成

19
年
吉
井
秀
二
委
員
長
以
来
15
年

ぶ
り
。
４
月
14
日
就
任
奉
告
祭
、

第
１
回
正
副
委
員
長
会
議
、
祭
典

事
務
所
は
参
集
殿
２
階
に
特
設
、

各
役
員
も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
だ
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
な
い

状
況
下
、
本
年
も
昨
年
同
様
、
全

行
程
広
報
車
つ
く
も
太
鼓
を
先
頭

に
救
護
車
迄
13
台
で
自
動
車
渡
御
、

20
ヶ
所
で
駐
輿
祭
、
安
全
第
一
に

84
回
ご
神
幸
式
の
成
功
を
期
し
、

諸
準
備
進
行
中
で
す
。

悟
・
札
幌
市
瓜
生
和
幸
・
新
座
市

佐
藤
允
克
・
橿
原
市
佐
藤
隆
士
・

加
古
川
市
佐
藤
慈
宏
の
各
氏
よ
り

篤
志
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
。

◇
金
井
恵
美
子
氏
は
正
月
節
分
祈

年
祭
他
祭
典
毎
に
鏡
餅
外
ご
奉
納
。

坪
田
公
義
氏
は
餅
米
一
俵
ご
奉
納
。

◇
明
治
30
年
以
来
125
年
ぶ
り
２
月

２
日
に
訪
れ
た
節
分
、
つ
い
な
式

は
中
止
、
奉
仕
年
男
年
女
に
は
家

庭
で
と
、
福
ま
き
品
を
授
与
し
ま

し
た
。

◇
３
月
３
日
、
32
回
人
形
供
養
祭

◇
祈
年
祭
＝
豊
穣
祈
願
祭
は
４
月

24
日
66
人
の
奉
賛
を
賜
り
、
コ
ロ

ナ
禍
収
束
、
植
樹
奉
告
祭
を
兼
ね

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

◇
九
十
九
山
の
桜
は
５
月
７
日
開

花
、
11
日
満
開
と
な
り
ま
し
た
が

桜
ま
つ
り
は
中
止
。
境
内
聖
徳
神

□災難除厄祓い随時斎行
　　　　　　（先ずご連絡下さい）
□結婚式は神前で！（出張挙式も同様奉仕）
□新築増改築の時は、地鎮祭、上棟祭を！
□引越しの場合は、新宅祭、家移清祓式を！
□自動車、バイク、トラクター、重機、機械
　を入れた時は安全祈願入魂式を（お守呈）
■神事諸祭事信仰生活上の種々のご相談は
　電話またはＦＡＸでお気軽にどうぞ
　　＜お祓い・ご祈祷のご依頼は＞

九
十
九
山
か
ら…

九
十
九
山
か
ら…

士別神社 へＴＥＬ ２３－２２４３
ＦＡＸ ２２－２５５３

〇
〆
切
／
令
和
４
年
３
月
一
杯

〇
カ
ラ
ー
Ａ
４
ま
た
は
四
つ
切
判

　

題
名
・
氏
名
・
住
所
・
掲
載
日
明
記

〇
九
十
九
山
の
四
季
・
人
と
の
関
わ
り

　

祭
典
行
事
・
ス
ナ
ッ
プ
一
切
を
含
む

　

折
に
ふ
れ
て
掲
影
ご
広
募
を
!!

九
十
九
山
の
四
季

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

募
集
中

九
十
九
山
の
四
季

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

募
集
中

〈
つ
く
も
山
紙
令
200
号
記
念
〉
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令和３年７月１日 ６つ　く　も　山

宮　
　
　

司

祭
典
委
員
長

総
代
会
会
長

佐　

藤　

元　

保

佐
々
木　

元　

晴

小　

林　

一　

男

つ く も 山　第200号

士別神社祭典事務所
士 別 神 社 社 務 所

令和３年７月１日

〒095-0008 北海道士別市九十九山
23-2243・FAX22-2553

祭典広報係長　北 村 浩 史
祭典総務係長　河 野 孝 幸

印刷　斉木印刷株式会社

令和３年度 士別神社例大祭御神幸式巡路図

士別神社ホームページアドレス   http ://sh ibetsu- j in ja . jp/

◎渡御にあたって事故防止のため、
　関係者の指示にご協力をお願い
　いたします。

◎ご参拝は密接を避け、前後左右
　２㍍空けてお願いします。

◎玉串奉奠については、自治会代
　表者にてお願いします。

市立病院

士別市役所
15:25～15:35
　　　　　⑲

兵村会館
10:00～10:10

④

⑫

観月会館
10:35～10:45

⑥

あけぼの会館
14:05～14:15
⑭

⑮南栄会館
14:20～14:30

士別翔雲高

南小
南中

士中

発輿
9:00

昼

士別神社

午前

午後

JR士別駅

⑧ＪＡ北ひびき
　11:15～11:25

桜丘公園
15:40～15:50

グランドホテル
11:45～12:50

天塩会館
9:45～9:55
③

還御
15:50

東丘会館
14:55～15:05

⑦駅南会館
10:55～11:05

②
武徳神社

9:25～9:35

旧武徳小学校跡地

武徳町東３号線
士別市内へ

武徳町から
士別市内へ

九十九橋
を通過

武徳神社へ

㈱ミズタエンジニアリング①
9:05～9:15

士小 開拓記念公園
10:15～10:25
⑤　　　　

六美旅館⑨
11:30～11:40

⑪

第1・祭典委員長宅
13:00～13:15

勝美鮨駐車場
13:35～13:45

⑩

旧中原治療院横
13:20～13:30

創成会館
14:40～14:50
⑯

⑰

⑱

⑳
東山会館
15:10～15:20

⑬
田中工業
13:50～14:00
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